
＜KFA第４種委員会 活動再開ガイドライン＞ 

 

チーム関係者に対する感染防止措置は下記の通りとする。 

 

＜１．事前の依頼＞ 

 

(1) 自主的な参加または同行の見合わせ 

 ① 体調がよくない場合。（例：発熱・咳・咽頭痛などの症状がある） 

 ② 同居家族や身近な人に感染が疑われる方がいる場合。 

 ③ 過去 14日以内に入国制限や入国後の観察期間を必要とする国・地域への渡航がある者、 

   または当該在住者との濃厚接触がある場合。 

 

(2) 各自による健康チェックシート記入（開催日毎に提出） 

   ※選手・指導者・審判員のみ提出、保護者等についてはチームにて対応すること 

 

(3) 大会当日の他人と接触状況を記録（別紙「行動記録」による） 

  ※これについては、チームにて管理すること 

 

(4) 大会後に新型コロナウイルス感染症を発症した場合の報告 

※チーム代表者より第 4種委員会へ速やかに報告すること 

 

＜２．大会当日の依頼＞ 

 

(1) 集合時及び試合前 

 ① 他チームとのチームテントの距離は概ね２ｍ以上空けて設置する。 

 ② 選手及び保護者が密にならないように注意する。 

③ チームテント内では極力マスクを着用する。（熱中症の恐れがあるため義務付はしない） 

④ 大会本部への挨拶は行わない。（試合後も同様） 

 

(2) 試合中 

  ① 挨拶・握手・ハイタッチ・集合写真・円陣は行わないこと。 

② タオル・ドリンクボトルの共用や飲料水の回し飲みはしないこと。 

 ③ ベンチ・保護者ともに大きな声での会話・応援はしないこと。 

 ④ 選手以外はマスクを着用すること。 

 ⑤ ベンチでは適度な距離を保つこと。 

 ⑥ エントリー外選手及びその保護者による観戦及び応援はしないこと。 

 

(3) 試合後 

 ① 試合終了後は速やかに解散すること。（他チームの試合観戦はしないこと） 

 

(4) その他 

 ① チーム感染対策責任者は、報告書（下段チェックリストは責任者が記入すること） 

及びチームの健康チェックシートをまとめて本部に提出すること。 


